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 “環 境 問 題 ” と は 、 地 球 上 の 生 き 物 の 生 命 に 対 し て の 危 機 や 、 地 球 自 体 が 破 壊 さ れ る こ と で す 。 動 物 に 関 し て は 「 生 き て い る 地 球 指 数 」 に よ る と 、 � � � � 年 か ら � � � � 年 の 間 に
陸 域 の 生 物 で � � % 、 淡 水 生 態 系 で の 生 物 が � � % 、 海 洋 の 生 物 が � � % も 減 少 し て い ま す 。 そ し て 、 動 物 の 生 態 系 の 破 壊 に よ っ て 人 間 の 食 に 問 題 が 起 き る と か 、 自 然 環 境 が
破 壊 さ れ 、 資 源 が 枯 渇 す る こ と で 産 業 や 人 間 の 未 来 に 関 わ る 大 き な 問 題 と し て 、 国 連 等 で も 持 続 可 能 な 開 発 目 標 と し て 、 取 り 組 み が 求 め ら れ て い ま す。 

◎地 球 規 模 で の 環 境 問 題 に つ い て

日 本 ア ー ツ の 環 境 事 業 へ の 取 り 組 み ＜ グ ル ー バ ル 環 境 ＞

◎ 近 年 注 目 さ れ 、 深 刻 化 す る プ ラ ス チ ッ ク 廃 棄 物 問 題 。 日 本 は
　G � � 議 長 国 と し て 、 官 民 を 挙 げ て の 取 り 組 み が 求 め ら れ る 。

” プ ラ ス チ ッ ク に は 軽 い 、 錆 び な い 、 腐 ら な い な ど 色 々  な 長 所 が 、 逆 に 廃 棄 さ れ た
と き に 分 解 さ れ ず 環 境 問 題 に 。 世 界 の プ ラ ス チ ッ ク 生 産 量 は 増 え て い な が ら 、 リ
サ イ ク ル 率 は 生 産 量 の � � % 台 と 推 定 さ れ て い ま す 。 生 産 量 を 抑 え な い と 、 � � � �年 
ま で に 世 界 中 で 生 産 さ れ る プ ラ ス チ ッ ク 量 は � � � 億 ト ン と も � � � 億 ト ン と も 言わ れ 
生 産 量 の 増 加 に 伴 っ て プ ラ ご み の 発 生 量 も 増 え 、 � � 年 段 階 で は あ ら ゆ る ごみ の � 
～ � % に 当 た る と い う 。 こ う し た 危 機 感 が 世 界 の 多 く の 国 で 共 有 さ れ 、 プ ラご み 対 
策 を 進 め ざ る を 得 な い 事 態 に な っ て い る 。

日 本 は � 人 当 た り の プ ラ ス チ ッ ク 製 の 容 器 や 包 装 の 廃 棄 量 が 米 国 に 次 い で 世 界 
で� 番 目 に 多 い 。 日 本 を 含 め 、 プ ラ ご み に 対 す る 国 内 対 策 が 喫 緊 の 重 要 課 題 に な 
った 大 き な 要 因 と し て 、 プ ラ ご み の 輸 出 が 事 実 上 難 し く な っ た こ と が あ る 。 大 量 の 
プラ ご み を 受 け 入 れ て き た 中 国 は � � � � 年 末 に 輸 入 制 限 を 表 明 。



� � � � 年 � 月 の 世 界 経 済 フ ォ ー ラ ム の 報 告 書 に よ れ ば 、 少 な く と も 毎 年� � � 
万 ト ン も の 廃 プ ラ ス チ ッ ク が 海 洋 に 流 出 し 、 � � � � 年 に は 海 洋 中 のプ ラ ス チ ッ ク 
の 量 が 魚 の 量 を 凌 駕 す る （ 重 量 ベ ー ス ） と い う 。
歯 磨 き 粉 や 洗 顔 料 の ス ク ラ ブ に 活 用 さ れ る マ イ ク ロ ビ ー ズ の よ う な マ イク 
ロ プ ラ ス チ ッ ク も 問 題 視 さ れ て い る 。 海 洋 等 に 流 出 し 、 食 物 連 鎖 の 中に 取 
り 込 ま れ る 等 、 生 態 系 へ の 影 響 が 懸 念 さ れ て い る 。 � � � � 年 ま で の国 際 開 
発 目 標 と し て 掲 げ ら れ た S D G s （ S u s t a i n a b l e D e v e l o p m e n t G o a l s ）で も 、 
持 続 可 能 な 消 費 や 海 洋 資 源 の 保 護 等 が 目 標 と し て 設 定 さ れ て い る 。

◎ 廃 プ ラ 、 海 洋 プ ラ ス チ ッ ク ご み 削 減 へ 向 け て

日 本 ア ー ツ の 環 境 事 業 へ の 取 り 組 み ＜ 廃 プ ラ ス チ ッ ク 問 題 ＞

廃 プ ラ ス チ ッ ク 問 題 の 解 決 へ 向 け 、 飲 料 メ ー カ ー や 流 通 企 業 な ど が 新 た
な 対 策 を 打 ち 出 し て い る 。

■ プ ラ ス チ ッ ク ご み 削 減 に 向 け た 取 り 組 み を 表 明 し て い る 企 業 例



◎ 国 内 の プ ラ ス チ ッ ク の 生 産 量 と 処 理 ・ 処 分 量

日 本 ア ー ツ の 環 境 事 業 へ の 取 り 組 み ＜ 廃 プ ラ と P E T ボ ト ル リ サ イ ク ル ＞ 

日 本 に お け る 容 器 包 装 類 の プ ラ ス チ ッ ク ご み の リ サ イ ク ル 率 は � � % と さ れ 、 世 界 ト ッ プ ク ラ ス と 言 わ
れ て き ま し た 。 し か し そ の 内 訳 を 見 る と 、 焼 却 時 に 発 生 し た 熱 を 回 収 し 、 発 電 や 熱 供 給 な ど を 行 う サ ー
マ ル ・ リ サ イ ク ル が � � % を 占 め 、 C � � の 増 加 要 因 と な る こ と か ら パ リ 協 定 で は リ サ イ ク ル と は 位 置 付け 
ら れ て い ま せ ん 。 ご み の リ サ イ ク ル の 現 状 を 比 較 す る こ と は 難 し い の で す が 、 た と え ば 、 経 済 協 力 開発 
機 構 加 盟 各 国 の 都 市 ご み の 処 理 手 法 を 比 べ て み て も 、 日 本 は 突 出 し て 焼 却 処 理 が 多 く な っ て い ま す 。

◯海 洋 プ ラ ス チ ッ ク ご み に よ る 新 た な 汚 染 を � � � � 年 ま で に ゼ ロ に す る
　こ と を 目 指 す 「 大 阪 ブ ル ー ・ オ ー シ ャ ン ・ ビ ジ ョ ン 」 の 設 定

◯ バ イ オ プ ラ ス チ ッ ク （ 生 分 解 プ ラ ス チ ッ ク ） へ の 代 替 え

➀ 廃 棄 物 管 理 （ M a n a g e m e n t   o f   W a s t e s ） ➁ 海 洋 ご み の 回 収 （ R e c o v e r y ） ➂ イ ノ ベ ー シ ョ ン （ I n n o v a t i o n ） 及 び
➃ 能 力 強 化 （ E m p o w e r m e n t ） に 焦 点 を 当 て た 世 界 全 体 の 実 効 的 な 海 洋 プ ラ ス チ ッ ク ご み 対 策 を 後 押 し す べ く

「 マ リ ー ン （ M A R I N E ） ・ イ ニ シ ア テ ィ ブ 」 を 立 ち 上 げ る （ G � � ） 。

生 分 解 性 プ ラ ス チ ッ ク に は 、 生 物 資 源 （ バ イ オ マ ス ） 由 来 の バ イ オ プ ラ ス チ ッ ク と 、 石 油 由 来 の も の が あ り 、 主 流
は バ イ オ プ ラ ス チ ッ ク （ た だ し バ イ オ プ ラ ス チ ッ ク の 全 て が 生 分 解 性 で は な い ） 、 で ん ぷ ん を 原 料 と す る も の が 
多 く 、微 生 物 に よ っ て 自 然 界 で 分 解 さ れ る 。 海 洋 性 生 分 解 プ ラ ス チ ッ ク も 開 発 さ れ て い る 。

◎  P E T ボ ト ル の リ サ イ ク ル （ � R ） に つ い て と 今 後 の 対 策

『 P E T ボ ト ル リ サ イ ク ル 推 進 協 議 会 』 に よ る と 、 ペ ッ ト ボ ト ル は 石 油 か ら 作 ら れ る 『 ポ
リ エ チ レ ン ・ テ レ フ タ レ ー ト 』 と い う 樹脂 で 出 来 て い ま す 。 こ の 「 ポ リ エ チ レ ン ・
テ レ フ タ レ ー ト 』 の 英 語 の ス ペ ル （ P O L Y   E T H Y L E N E   T E R E P H T H A L A T E ） の 頭 文 字
を 取 っ て 『 P E T ボ ト ル 』 と 呼 ん で い ま す 。 分 別 収 集 さ れ た ペ ッ ト ボ ト ル の 大 半 は 、
再 生 工 場 で リ サ イ ク ル が 可 能 で す 。 そ の た め に は 、 商 品 名 な ど を 印 刷 し た ラ ベ ル
や P E T 以 外 の 素 材 の キ ャ ッ プ を 取 る 必 要 が あ り ま す 。



日本アーツの中期ビジョン

��周年を期して新・中期ビジョンを策定

ココロコネクト����
コミュニケーション・ビジネスの根幹をなすのは「心」。

世の中の多くの人に必要とされる顧客価値(Consumer Value)を共に創る(Co-Creation)ため
パートナーの皆様と心からの信頼関係(Rock)を築く



◎  当 社 の 環 境 負 荷 低 減 事 業 例 に つ い て

日 本 ア ー ツ の 環 境 事 業 へ の 取 り 組 み ＜ 拡 ・ 印 刷 事 業 ＞

� 次 元 加 飾 印 刷 （ H K 工 法 ）
従 来 グ ラ ビ ア 印 刷 で し か 出 来 な か っ た 鮮 や か な 色 彩 を 、 平 面 だ け で な く 球 や 曲 面 な ど 、 ほ と ん ど の 固 形 物 に 印 刷 可 能 で す。 

平 面 だ け で な く 球 や 曲 面 立 体 、 円 柱 や ボ ト ル な ど の 立 体 物 に 印 刷 可 能 。
H K 工 法 に よ り 、 技 術 的 に は P E T ボ ト ル に も 直 接 印 刷 が 可 能 に 。 こ れ に よ り 、
P P ラ ベ ル を 不 要 に （ 環 境 対 応 イ ン キ 開 発 後 ） で き 、 リ サ イ ク ル を 容 易 に し ま す 。

H K 工 法 に 加 え 、 揮 発 性 化 合 物 を 含 ま な い 「 ノ ン ト ル エ ン イ ン キ 」 等 の 環 境
対 応 イ ン キ の 開 発 を 進 め 、 そ の ま ま リ サ イ ク ル が 出 来 る ボ ト ル の 直 接 印 刷
対 応 で 環 境 貢 献 を 可 能 に し ま す 

◯� 次 元 加 飾 コ ン サ ル テ ィ ン グ 事 業
量 や ニ ー ズ に 応 じ て H K 工 法 以 外 に も 最 適 な � D 加 飾 手 法 を 提 案 し ま す 。

従 来 の 印 刷 の 限 界 を 克 服

◯ 立 体 物 、 凹 凸 面 に も 精 細 か つ 鮮 明 な 印 刷
　（ パ ッ ケ ー ジ の 不 要 化 ）

◯ ロ ー タ リ ー 式 に よ る 高 速 高 効 率 印 刷

◯ロ ス の 低 減 に よ る 環 境 対 応

◯ プ リ ン タ ブ ル エ レ ク ト ロ ニ ク ス へ も 応 用
　（ 資 材 や 機 械 の 大 幅 な 省 力 化 へ ）



球 体 や 立 体 物 に も ダ イ レ ク ト に 高 精 細 印 刷 が 出 来 る

日 本 ア ー ツ の 環 境 へ の 取 り 組 み の 一 例 ＜ 拡 ・ 印 刷 ～ 紙 以 外 へ の 高 精 細 印 刷 ＞ 

ペ ッ ト ボ ト ル や 家 庭 用 消 臭 ス プ レ ー、 化 粧 品 な ど 、 円 形 容 器や 曲 面 へ の 

デ ザ イ ン や 使 用 法 な ど の 表 示 は 、 容 器 へ ビ ニ ー ルフ ィ ル ム を 巻 く か 、 シ 

ー ル 貼 付 が 一 般 的 で す 。 こ れ は 曲 面 や筒 状 へ の 印 刷 が 出 来 な い か ら で 

す が 、 余 計 な ビ ニ ー ル 素 材 や接 着 剤 が 必 要 で 、 コ ス ト 面 や 廃 棄 の 点 で は 

環 境 負 荷 も 発 生 しま す 。 H K 工 法 で 直 接 プ リ ン ト す る 事 で 廃 棄 物 の 削 減 

が 可 能で す 

＜ � 次 元 加 飾 印 刷 （ H K 工 法 ） ＞

➀ ガ ラ ス 容 器 や 街 脂 ボ ト ル へ の ダ イ レ ク ト 印 刷 に よ る
　ビ ニ ー ル や ラ ベ ル レ ス よ る 環 境 貢 献

現 在 は リ サ イ ク ル の 際 、 印 刷 用 の イ ン キ が 残 っ て し ま う 可 能 性 が あ る た め 、
ペ ッ ト ボ ト ル に 直 接 印 刷 す る こ と が 禁 止 さ れ て お り 、 イ ン ク の 開 発 が 必 要 で す 。

V O C は 吹 き 付 け 塗 装 や 接 着 剤 を 使 用 す る ラ ベ ル 、 ま た 制 乾 燥設 備 な ど 
に も 使 わ れ 、 大 気 中 に 排 出 さ れ た り 、 飛 散 す る 恐 れの あ る 有 機 化 合 物 
で す 。 ま た 、 ク ル マ の 部 品 の 塗 装 な ど で は大 半 が 空 気 中 に 飛 散 し て し ま 
い ま す 。 大 気 汚 染 防 止 法 に よ り排 出 抑 制 対 策 が 開 始 さ れ 、 段 階 的 に 規 
制 が 強 化 さ れ て い ま す 。
立 体 物 に 後 か ら 印 刷 出 来 る H K 工 法 は 、 吹 き 付 け 塗 装 に 代 わる 空 気 汚 
染 の な い 、 高 効 率 な 印 刷 技 術 で す 。

➁ V O C （ 揮 発 性 有 機 化 合 物 ） の 規 制 と 対 策
　（ ト ル エ ン 、 キ シ レ ン 、 ト リ メ チ ル ベ ン ゼ ン 、 メ タ ノ ー ル な ど ）

「 ペ イ ン ト 」 か ら 「 プ リ ン ト 」 へ。 



日本アーツの環境への取り組みの一例 ＜環境素材プロジェクト例＞

大阪サミット以降、マイクロプラスティック汚染対策と
してレジ袋の削減やストローの紙化、飲料ボトルの再
生素材利用、包装材の簡易化など、大手企業が積極
的に取り組んでいますが、弊社ではデザインや印刷技
術を活かし、クリアファイルの紙化を提案しています。
使用する企業や自治体も環境保全の良いイメージが
期待できます。

プリントで「ビニールレス」 へ。 かみファ（旧名：ペーパーエコファイル）

ビニール素材から紙素材への代替え推進
クリアファイルを「紙素材」に

◎紙素材のため、自由なデザインや形状、紙質で
　作成できます。

◎書類を挟んだまま、シュレッダーにかけられ
　ます。

◎通常の焼却紙ゴミとして廃棄できます。

◎オリジナルでも、ビニール素材に比べ、短納期で
　製作できます。



FSC認証された森林の林産物で出来た木材製品には、 FSCのロゴ
マークが使えます。 認証された原料の印刷用紙を使うことで適正
に管理される森林が守られ、森や林の破壊を防ぐものです。また印
刷インクにも環境に配慮した植物油インキを積極的に使用してい
ます。

FSCプロモーションライセンスを取得

環境配慮活動の取り組み

お客様からのご依頼案件についても環境へ配慮した設計仕様を積極的に提案。 
「当社からの納品物は、 何らかの環境配慮を実施する」 を目指しています。

　・FSC認証紙や環境配慮用紙の使用
　・梱包材の削減運送量削減により排気ガス排出量を削減
　・塩ビ素材の排除、 プラ素材の薄厚化設計
　・各パーツの紙質を統一し、 効率的な寸法に調整する事で量を削減
　・立体加工物は薄く小さくノックダウン出来る仕様で輸送負荷を低減
　・印刷事業部では継続的に、 廃インキ量の削減、 廃湿し水量の削減、
　  無処理版の使用を重点施策として取り組んでいます。

日本アーツの環境事業への取り組み（環境事業活動）

SDGsは����年の国連サミットで、貧困や気候変動といった地球規模の課
題を解決し、地球の未来をより良くする為に、国連加盟���ヶ国が����年
までの��年間で達成するために揚げた共通の目標。��項目の目標と、それ
らを達成する為の具体的な���のターゲットで、構成され、誰一人取り残さ
ない（Leave no behind）をキーワードに、すべての国・自治体・企業・団体

・市民等が一緒に取組む目標となっています。
社も様々な分野で関係、積極的にSDGsへの協力を行っています。

SDGs (Sustainable Development Goals)
持続可能な開発目標への取り組み



FSCプロモーションライセンスを取得

日本アーツの環境事業への取り組み（環境事業活動）

紙の印刷物を映像化することで紙資源を削減、ま
た輸送負荷を低減。さらに、CD-RやDVDの映像媒
体に答えたWEB配により、メディア等も不要に。今
後の通信環境の進化を見据えた取り組みもはじ
めています。

拡印刷事業（映像化）の推進

お客様で製品製造に発生する端材や不要品を再
度原料化して、別の商品やノベルティとしてリュー
スし、当社のオリジナル商品として提供・販売する
試験を進めています。

製品端材のリサイクル商品化

拡印刷、拡メディア、拡マーケティングの取り組みの具体策として、
社内で自主的なメンバーがプロジェクト活動に取り組んでおり、
事業化の芽を育てています。「立体加工物プロジェクト」や「特殊加
工物プロジェクト」、「�G・�Kプロジェクト」や「環境商材プロジェク
ト」などでは、新技術や商材の研究と、環境対応の推進を進めてい
ます。

プロジェクト事業化活動

環境保全に取り組む企業への提案

当社はマーケティングサービス業として、製作物での環境貢献だけでなく、お客様の
環境ビジョンの策定やプロモーション提案、展示会の出展支援、クリエイティブワー
ク、調査など、企業や自治体のSDGs推進の支援も企画段階から製造まで、サポート
しています。

かみファ


